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(1) 

𝑓(0) = 𝛼より 𝑓(0) = 𝑐 = 𝛼 𝑓(1) = 𝛽より 𝑓(1) = 𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = 𝛽 𝑎 + 𝑏 = −𝛼 + 𝛽 ──① 

𝑓(𝑖) = 𝛾より 𝑓(𝑖) = −𝑎 + 𝑏𝑖 + 𝑐 = 𝛾 − 𝑎 + 𝑏𝑖 = −𝛼 + 𝛾 ──② 

① + ②より (1 + i)𝑏 = −2𝛼 + 𝛽 + 𝛾 ∴ 𝑏 =
1

1 + 𝑖
(−2𝛼 + 𝛽 + 𝛾) =

1 − 𝑖

2
(−2𝛼 + 𝛽 + 𝛾) 

①より ∴ 𝑎 = −𝛼 + 𝛽 − 𝑏 = −𝑖𝛼 +
1 + 𝑖

2
𝛽 −

1 − 𝑖

2
𝛾 

以上により ∴ 𝑎 = −𝑖𝛼 +
1 + 𝑖

2
𝛽 −

1 − 𝑖

2
𝛾, 𝑏 =

1 − 𝑖

2
(−2𝛼 + 𝛽 + 𝛾), 𝑐 = α ⋯ ⋯ (答) 

 

(2) 

 𝑓(2) = 4𝑎 + 2𝑏 + 𝑐 = −4𝑖𝛼 + 2(1 + 𝑖)𝛽 − 2(1 − 𝑖)𝛾 + (1 − 𝑖)(−2𝛼 + 𝛽 + 𝛾) + α 

     = (−1 − 2𝑖)𝛼 + (3 + 𝑖)𝛽 + (−1 + 𝑖)𝛾 

 

今、𝑧1 = −1 − 2𝑖, 𝑧2 = 3 + 𝑖, 𝑧3 = −1 + 𝑖とおく。 

𝛽𝑧2 + 𝛾𝑧3と表される複素数を考える。 

𝛽, 𝛾は独立に変化し、1 ≦ 𝛽 ≦ 2, 1 ≦ 𝛾 ≦ 2であるから、 

𝛽𝑧2 + 𝛾𝑧3と表される複素数の存在範囲は右図(𝐴)の通り、 

平行四辺形になる。 

 

次に、𝛼𝑧1 + 𝛽𝑧2 + 𝛾𝑧3と表される複素数を考える。 

まず、右図(𝐴)の領域全体に𝑧1を足すと、右図(𝐵)通り。 

 

さらに、右図(𝐵)の領域全体に𝑧1を足した位置まで平行移動 

させたとき、右図(𝐵)の領域全体が通過する範囲は、右図(𝐶) 

の通り。これが求める𝑓(2)の存在範囲である。境界線を含む。 
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